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ト形接合で壁端辺が構成される格子型制振壁システムの実験的研究
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1.はじめに

既往の研究では、格子材の四辺端をピン接合 した格子

型制振壁システム(以下、本システム)の仕組みが提案され

ている 1)ヱ)。本研究では、「意匠上の要求を満たす開口部の

確保」、「本システムの軽量化」及び「施工上の簡略化」

を目標として、 一対辺をピン接合していないト形接合で

壁端辺が構成された仕組みを提案 し、載荷実験より本シ

ステムのエネルギー吸収能力を検証する。また、前報で

提案されている評価式を準用し、提案する格子材の一対

辺をピン接合しない仕組みに対応するせん断降伏耐力及

び弾性剛性評価式を導出する。実験結果との比較により

評価式の妥当性を検証する。

2.載荷実験概要

図 l左に本研究で対象とする本システムの概要を示す。

Oは鋼管、 .はピン部を示す。実線は鉛直材、破線は水

平材の伝達モーメントを示す。各鋼管は均等にモーメン

トが作用し、反曲点位置が各格子材の中央になるように

配置し、鋼管とピン部の距離は鋼管間距離の半長とする。

図 l右に試験体概要を示し、図 2に本研究で対象とする

試験体の鋼管詳細を示す。表 1fこ試験体寸法及び材料特性

を示す。試験体の鋼管個数は縦横 3x2個とする。図 2(a)は

鉛直材と水平材の交差部に鋼管を挿入した単層型であり、

試験体名を SLとする。図 2(b)は鉛直材の両側に水平材を

配置し、交差部に鋼管を挿入した複層型であり、試験体

名を DLとする。 DLは鋼管を並列配置することで、本シ

ステムのせん断耐力が 2倍となることを想定している。

図3に載荷装置全体図を示す。載荷方法はアクチュエー

タにより試験体にせん断力を与える。載荷プログラムは、

本システムのせん断変形角(eY)が 1/100，1/50，1/30，1/20(rad.) 

となる水平変位の範囲で振幅を各2回ずつ、計 8回繰返し

載荷後、初期載荷方向に l/l0(rad.)まで単調載荷を行う。

H 壁高さ

D 鋼管外径

h 鋼管長さ

p{(J u 格子材の引張強さ

D' 鋼管の中心間距離

，"y 鋼管の降伏応力度
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一一図 l 本システムの概要
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図2 鋼管詳細
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計測方法において、荷重はアクチュエータとひずみゲ

ージ、変形は変位計より計測する。ひずみゲージは各鋼

管近傍の格子材に添付する。各層のせん断力は、ひずみ

ゲージ添付位置の格子材に作用する曲げモーメントをひ

ずみゲージ添付間距離で除して算出する。鋼管挿入位置

の格子材に作用する曲げモーメントは、せん断力に反曲

点位置から鋼管の中心までの距離を乗じて算出する。

3.実験結果

図4にひずみゲージより算出した鋼管挿入位置の各格子

材に作用した曲げモーメントを示す。黒線は水平材、灰

線は鉛直材の曲げモーメントを示す。鋼管挿入位置の各

格子材に作用した曲げモーメントは、ほぼ同じ安定した

履歴挙動を示した。また、鋼管の全塑性モーメント(cM，p)

で降伏し始めた。 DLでは、鉛直材に水平材 2本分のモー

メントが作用しており、図 2(b)左に示すモーメント伝達が

行われたと考えられる。

図 5に実線はアクチュエータより計測したせん断力、破

線はひずみゲージより算出した各層のせん断力と本シス

テムのせん断変形角の関係を示す。評価式より算出した

せん断降伏耐力(cQhp)で、降伏し始め、1I20(rad.)まで安定し

た履歴挙動を示し、安定的なエネルギー吸収能力を発揮

した。1I10(rad.)まで単調載荷をした際も耐力を維持した。

各層のせん断力 ql及び q2は、アクチュエータより与えた

せん断力とほぼ一致しており、格子材を通じて図 l左に示

す応力伝達が行われたと考えられる。

右に前報の評価式を準用し、導出した評価式を示す。

表 2に、 実験値及び計算値の結果を示す。 弾性剛性におい

て、載荷実験より得られた実験値は計算値の約 9害IJの結果

となり、導出した評価式は有効であると考えられる。l割

程度のずれは、治具やピン部などの変形による影響であ

ると考えられる。

4.まとめ

本研究では、 2種類の試験体を用意し、載荷実験より本

システムのエネルギー吸収能力を検証し、また導出した

評価式の妥当性を検証した。以下に得られた知見を示す0

.本システムは安定的なエネルギー吸収能力を発揮した0

・各鋼管は、鋼管の全塑性モーメントでほぼ同時に降伏

し始め、安定した履歴挙動を示 しており、格子材を通

じて応力伝達が行われたと考えられる。

・導出した評価式は、 実験値と良い対応を示した。
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図 3 載荷装置全体図
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図5 荷重変形関係
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導出した評価式

表 2 実験結果

Name ，K，I，K， 

SL I 2.96 I 19.4 I 19.8 I 0.98 I 5760 I 6447 I 0.89 

DL 1 2.96 1 38.3 1 39.5 1 0.97 11附 1120991 0.90 

cMIP 鋼管の全塑性振りモーメント (kNm)[c 計算値]

(eorc)Qhp せん断降伏耐力 (kN)[e 実験値、 c 計算値]

(eorc)Ky 壁のせん断剛性 (kN/rad.)[e 実験値、 c 計算値]
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